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論文内容の要旨

本論文は衛星移動通信および陸上移動通信を対象として、高精度測位方式と伝送特性改善法について行った研究の

成果をまとめたものであり、 8 章より構成されている D

第 1 章は、序論であり、衛星移動通信システム、陸上移動通信システム、構内無線システムといった種々のディジ

タル無線通信システムの現状を説明するとともに、本論文で取り扱う衛星測位技術、ディジタル変復調技術、耐フェー

ジング・耐マルチパス技術、無線 LAN 高速化技術に関する従来技術の研究状況と問題点を述べ、本研究の占める位

置、目的、意義を明確にしている。

第 2 章では、 GPS を用いた高精度測位システムの実現方法として、ディファレンシャル測位方式の陸上移動通信

システムへの適用について検討を行い、提案方式による測位精度の改善効果を明らかにしているo

第 3 章では、非静止衛星を用いて位置検出を行う際に問題となる推定位置の不確定性を除去する方式を提案し、不

確定性が問題となるサービスエリア、時間率特性、ならびに、ユーザ端末の移動速度と移動方向が不確定性除去成功

確率に与える影響について評価している O

第 4 章では、送信データ系列に二重差動符号化を施すことにより、大きな周波数オフセットでも補償可能な周波数

オフセット補償方式を提案し、 π/4 シフト QPSK 方式を適用した場合の誤り率特性を評価している。

第 5 章では、判定帰還を利用する選択ダイパーシチ方式と判定帰還型等化を複合した方式 CDFD-DFE : Decision 

Feedback Diversity with Decision Feedback Equalizer) を提案し、周波数選択性フェージング下における特性改

善効果を評価している O

第 6 章では、従来の無線 LAN の伝送速度を高速化する搬送波周波数オフセットースペクトル拡散 CCFO-SS:

Carrier Frequency Offset-Spread Spectrum) 方式を提案し、見通し内マルチパス環境下における受信特性を評価

している。

第 7 章では、 2.4GHz 帯を用いた CFO-SS 無線 LAN のシステム設計について検討を行い、実用化のために必須と

なるタイミング捕捉・追尾手法を提案するとともに、見通し外マルチパスフェージング環境下におけるパケット誤り

率特性を評価している。更に、 RAKE 受信を適用した場合のパケット誤り率特性について評価し、 2.4GHz 帯 CFO

SS 無線 LAN の実用性・有効性を明らかにしている。

第 8 章は結論であり、本研究で得られた成果について総括している。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、非静止衛星通信システムにおける測位精度の改善法、陸上移動通信システムならびに2.4GHz 帯無線

LAN における伝送特性改善法についての研究成果をまとめたものであり、主に以下のような成果をあげている。

(1)陸上移動通信を対象に、 GPS CGlobal Positioning System) を用いた総合ナビゲーションシステムを提案しディ

ファレンシャル測位方式を適用することによって、高精度・低コストの測位サービスを提供できることを明らか

にしている。

(2)非静止衛星を用いてユーザ端末位置を検出する際に問題となる推定位置の不確定性を除去する方式を提案し、高

確度のシミュレーション結果を得ている。

(3)多値位相変調/遅延検波方式に 2 重差動符号化を用いることによって周波数オフセット量を大幅に抑え込めるこ

とを確認している。

(4)判定帰還を利用する選択ダイパーシチ技術と判定帰還型等化技術を組み合わせた新たな受信方式を提案し、従来

方式と比べて誤り率を 1 桁以上改善できることを明らかにしている。

(5) 2 .4GHz 帯 I8M CIndustrial Scientific and Medical)バンドにおける無線 LAN の高速化を目指して、搬送波

周波数オフセットースペクトル拡散通信方式を新たに考案し、与えられた帯域幅での情報伝送速度の高速化およ

び誤り率・パケット誤り率の点で十分実用可能であることを確認している o

以上のように、本論文はディジタル無線通信システムにおける高精度測位方式と伝送特性改善法に関する多くの知

見を得ており、通信工学の発展に寄与するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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